各 会 場 等 会 場 等 の 地図 は 下記 URL、OR コ ー ド か ら ご 覧 いた だ け ま す 。 


【 全 体 会 、 内 陸 報 告 会 会 場 i 【 治 岸 報告 会 会 場 】 - 【 宮 古 地区 集合 場所 】 


回 gi 国 
L = 
エス ポワール いわ て 本 イー スト ピア みや こ 0 宮古 地区 合同 庁舎 
岩手 県 盛岡 市 中 央 通 1-1-38 岩手 県 宮古 市 宮 町 1-1-30 岩手 県 宮古 市 五 月 町 1-20 
TEL 019-623-6251 TEL 0193-63-4166 TEL 0193-64-2211 


http://espoir-iwate.com/accesSs/ https://eastpia-miyako.jp/access/index.html | http://www.pref.iwate.jp/shisetsu/kankouchou/015 
817.html 




















いわ て 岩 災 津波 アー カイ ブ ^ 希 望 ン 「Fw: 東 北 Weekly 特別 編 」 
了 pm ァ ニ カイ ブフ 人 時 に 関す る 情報 は 、 こ ちら か ら こ ご 覧 

万 点 を 超え を 検索 ・ eS いた だ け ま す 。 
閲覧 で きま す 。 " https://www.newtohoku.org/works_repo 


http://iwate-archive.pref.iwate. jp ta 0 rt/works_detail 033.html 
を ご 覧 くだ さい 。 ya ーー 
























可 識 下記 の いずれ か の 方 法 で 申込 みく だ さい 。 
岩手 県 復興 局 復興 推進 課 E-mail で 申込 み FAX 又は 郵送 で 申込 み 







































































〒020-8570 盛岡 市 内 丸 10-1 件 名 を 「 い わ て 三陸 復興 フォ ー ラ ム 」 と し て 、 記 の 「 参 加 申込 書 」 に 必要 事項 を ご 記入 の 上 、 
TEL : 019-629-6945 下記 の 必要 事項 を ご 記入 の 上 、 申 込み くだ さ 込み くだ さい 。 
A 較 ※ 郵 送 の 場合 は 締切 日 必着 で お 願い し ます 
1 5 ※※ 待 棒 は が ル 5) 記 ます 9。 
E-mail : AJ0001@pref.iwate.jp 氏名 (ふり が な ) 箇所 属 ・ 団 体 名 等 
a 時 住所 香 電話 番号 
| NN 還 メ ー ル アド レス 呈 参 加 希 望 の 会 名 
平成 30 年 1 2 月 1 0 日 (月 ) AJ0001@pref.iwate.jp 019-629-6944 
ふり が な 所 属 ・ 
氏 名 団体 等 
_ー 併催 : 「 い わ て の 復興 を 自治 の 進化 に 」 第 6 回 シン ボ ジ ウ ム 
MP 平成 30 年 度 第 3 回 いわ て 復興 未来 塾 
住 所 FAX Fw: 東 北 Weekly 特 別 編 





参加 希望 の 会 (希望 する も の に 〇 を つけ て くだ さい ) 


日 上 EE 
| 12』16 





全体 会 (無料 ) 時 間 14 : 00~17 : 00 
平成 30 年 
12 月 16 日 


会 場 エス ポワール いわ て (盛岡 市 中 央 通 1-1-38) 
の 科 、 時 間 13 : 15~15 : 45 
交流 会 (参加 費 : 3.000 円 ) | 内 陸 報 告 会 会 場 エス ポワール いわ て (盛岡 市 ) 
月 | ーー 会 場 宮古 市 内 、 
岩 イー スト ピア みや こ 
mn | | 平成 3 年 1Z 月 |/ 昌 ion 





平成 30 年 集合 場所 (いずれ か に 「 〇 ]」) 解散 場所 (いずれ か に 「 〇 」 ) 


12 月 17 日 盛岡 駅 西口 区 | 宮古 地区 所 | 避 岡 駅 本 
(月 ) | 、 2 :00 | ) 沖 同 大 (17:30) 2 援 / 復 興 庁 、 岩 手 県 沿岸 市 町 村 復興 期 会 、 岩 = た = き 手 県 社会 福祉 協議 人 
(7:45) : : (15:40) : (17:45) pO 生田 = 三 ロ ロ に 問 盛岡 支局 
k= 自信 社 盛 岡 支 居 盛岡 放送 局 : 質 を = に ゴゴ = = 
次 流 会 の 参加 費 (3,000 円 ) は 当日 会 場 で お 支払 い 下 さい 。 1 Er らら 6 0 RT 9 

























































































※ ご 記入 いた だ いた 個人 情報 は 、 個 人 情報 保護 法 に 基づき 、 他 の 用 途 に は 一 切 使用 し ませ ん 。 








1 日 目 平成 30 年 12 月 16 日 (日 ) 
併催 平成 30 年 度 第 3 回 いわ て 未来 塾 


時 間 14:00^17: 00 


全体 会 





デ テーマ 未来 の た め の 伝承 ・ 発 信 


開会 ・ 知 事 挨拶 


基調 講演 


14:00 ~ 14:05 








14:05 ~ 15:05 


15:15 ~ 17:00 バネ ルディ スカ ッ シ ョ ン 


畑中 章宏 氏 (民俗 学者 ) 


大 阪 府 生ま れ 。 近畿 大 学 法学 部 を 卒業 し 、 平 凡 社 で 編 
集 者 と し て 勤務 後 フ リー ラン ス と な る 。 多 摩 美 術 大 学 
芸術 学部 講師 、 日 本 大 学芸 術 学部 写真 学科 講師 を 歴任 。 
民間 伝承 、 宗 教 彫刻 、 写 真 な ど を 対象 に 日 本 の 心性 史 
。 謀 災後 は 特に 災害 民俗 学 の 研究 を 行う 。 
国男 と 今 和 次 郎 災害 に 向き 合う 民俗 学 」 
、「 春 絹糸 を 吐く 虫 と 日 本 人 」 (2015 

と 日 本 人 地震 ・ 洪 水 ・ 噴 火 の 民俗 学 」、 

民俗 学 」( と も に 2017 年 ) な ど 多 数 。2018 
年 7 月 NHK E テ レ 「SWITCH イ ンタ ビュ ー」 (遠野 


市 ) に 出演 。 


































































































総合 司会 / コ ー デ ィ ネ ー タ ー 


江幡 平三郎 氏 
(株 式 会 社 IBC 岩 手 放 送 ) 


‘AE. 





会 場 エス ポワール いわ て 大 ホー ル (定員 200 名 ) 





間 ィ 
岩手 県 知事 


達 増 拓也 


いわ て 復興 未来 塾 と は 


東 日 


本 大 震 災 津波 か ら の 復興 を 力強く 進め て 


いく た め に は 、 復 興 を 担う 個人 や 団体 な ど 多 様 
な 主体 が 、 復興 に つい て 幅広 く 教 え 合い 、 学 び 合 
うと と も に 、 相互 に 交流 や 連携 を し な が ら 、 復 興 








の 推進 に - 生 か し て いく こと が 求め られ ます 。 
この た め 、 岩手 県 内 の 産学 官 の 連携 組織 「 い わ 


て 未来 づく り 機 構 」 は 、 
り 」 と の 考え 方 の も と 、 


「 未 来 づ くり = 人 づく 
「 い わ て 復興 未来 塾 」 を 


開催 し て いま す 。 








森本 晋也 氏 (岩手 大 学 大 学院 教育 学研 究 科 准 教授 ) 


1994 年 か ら 、 岩 手 県 内 公立 中 学校 社会 科 教 諭 と し て 
勤務 。2010 年 3 月 まで 倒 石 東 中 学 校 で 防災 教育 を 担 
当 し 、「EAST- レ スキ ュー」「 て ん で ん ご 」 等 の 学 
習 を 企画 ・ 実 践 。 釜 石 市 防災 教育 プロ グラ ム 「 津 波 
防災 教育 の た め の 手 引き 」 の 作成 メン バー。 

発 災 後 の 2011 年 4 月 ~8 月 、 大 構 町 教育 委員 会 で 学 

校 再 開 支援 活動 に 従事 。2012 年 4 月 か ら 岩 手 県 教育 
0 ・ 防 災 教 育 を 担当 。2016 年 4 月 よ 
り 現 職 。 















































柴山 明 寛 氏 (東北 大 学 災 害 科学 国際 研究 所 准 教 授 ) 








静岡 県 出身 、2006 年 工学 院 大 学院 建築 学 専攻 博士 
課程 修了 。2007 年 独立 行政 法人 情報 通信 研究 機構 、 
2008 年 東北 大 学 災 害 制御 研究 セン ター 助教 を 経て 、 
2012 年 か ら 東北 大 学 災害 科学 国際 研究 所 災害 アー 
カイ ブフ 研究 分 野 准 教授 。 地 震 災 害 を 地震 工学 、 地 域 
・ 減 災 方 
























































復興 支援 、 南海 トラ フ の 防災 対策 、 災 害 記 録 ・ 記 憶 
の 伝承 , 防災 観光 に 繋げ る 研究 を 行っ て いる 。 IBM 
Faculty Awarad 2013、 科 学 技術 分 野 の 文部 科学 

臣 表彰 科学 技術 賞 (振興 部 門 ) (2015 年 ) を 受 








田中 美咲 氏 (一 般 社団 法人 防災 ガー ル 代 表 理 事 ) 


県 ・ 市 町 村 ・ 大 学 ・ 企 業 ・ 団 体 ・ 応 援 職 員 OB 
な ど 復 興 に 関わ る 皆様 の 情報 交換 の 場 と し て 
交流 会 を 開催 し ます 。 

画 時 間 17:30 て 19 :00 

画 会 場 エス ポワール いわ て 

1 階 イ ベン ト ホ ー ル 
昌 参 加 費 3,.000 円 
箇 定 員 50 名 





1988 年 生ま れ 。 立 命 館 大 学 産業 社会 学部 卒業 後 、 
株 式 会 社 サ イ バ ー エ ー ジ ェ ン ト に 入社 。 東 日 本 大 震 
秋 を きっ か け と し て 情報 に よる 復興 支援 を 行う 公益 
社団 法人 に 転職 。2013 年 8 月 に 「 防 災 が あたり まえ 
の 世の中 に する 」 こ と を ビジ ョ ン に 「 防 災 ガ ー ル 
を 設立 。 津 波 防災 の 新しい 合図 で ある オレ ンジ フ 
ラッ グ を 全国 に 広め る 「#beORANGE」 を 日 本 財 に 



























































と 共催 に て 立ち 上 げ 。 東 京 防災 女性 版 の 検討 委員 。 
2015 年 3 月 に 同 団体 を 一 般 社団 法人 化 。2017 年 7 月 
より 滋賀 県 長浜 市 に て 、 様 々 な 課題 を 感動 や 共感 を 
通し て 伝え る 株 式 会 社 morning after cutting my 
hair 創 業 、 代表 取締 役 兼 任 。 












































時 間 13:15~15:45 上 野 善晴 (県 政 顧問 ) 


場所 エス ポワール いわ て 大 ホー ル (定員 200 名 ) 


各 分 野 で 奮闘 する 全国 自治 体 か ら の 応援 職員 に よる 活動 報告 を 行い ます 。 


苔 る Omm 


興 局 土 木 部 復興 まち づく り 課 


復旧 ・ 復 興 工事 の 取組 
状況 等 


紅林 哲 県 
林 直文 








保健 福祉 、 環 境 分 野 に 
] 関す る 取組 等 








(埼玉 県 ) 
(神奈 川 県 


商工 労働 観光 部 経営 支援 課 
沿岸 広域 振興 局 農林 部 大 船渡 農林 振興 セン ター 


稲田 存 晃 
野口 陽平 


商工 業 、 農 林 水 産業 の 
復旧 状況 等 








併催 Fw: 東 北 WWeekly 特 別 編 


S ケ ZN FE コ ュ ァ ー ス 、 震 災 か ら 8 年 目 を 迎え た 被災 地 の 「 い ま 」 を 伝え る た め 、 無 料 送迎 バス に よる 復興 
沿岸 報告 会 


関連 道路 、 防 潮 堤 工事 現場 の 見 学 や 、「 関 係 人 口 」 を テー マ と する 復興 庁 と 併催 の 
7:45 ~ 8:00 受付 (盛岡 駅 西口 バス ター ミナ ル ) 


ワー クシ ョ ッ プ 「Fw: 東 北 Weekly 特 別 編 」 か ら な る 「 沿 岸 報告 会 」 を 開催 し ます 。 
8:00 バス G③ 発 
10:00 ~ 10:15 受付 (宮古 地区 合同 庁舎 ) 10:15 バス ② 発 
一 有 般 県 道 津軽 石 停車 場 線 長野 県 応援 職員 に よる 現場 説明 ・ 活 動 報告 
主要 地方 道重 茂 半島 線 堀内 て 津軽 石 宮古 土木 セン ター 主査 小柳 徳光 


訓 潤 泊 凍 a 長野 県 応援 職員 に よる 現場 説明 活動 報告 
宮古 港 海岸 藤原 地区 防潮 坦 宮古 士 本 セン ター 技師 達 家 特 之 









県 答 津 軽石 停車 場 線 完成 イメ ー ジ 靖 











10:30 ~ 11:45 










昼食 ・ 自 由 行 動 (イー スト ピア みや こ ) 


Fw: 東 北 Weekly 特 別 編 (イー スト ピア みや こ 多目的 ホー ル ) 
『 関 係 人 ロ x 〇 〇 で 考え る 三陸 の 未来 』 < 復興 を 通じ て 生ま れ た 関わ りあ い を 深め る に は て 


12:00 ~ 13:00 


13:00 ~ 15:00 テー マ 毎 に 分 か れ て 参加 者 が 関心 の ある 場所 で それ ぞ れ 参加 型 セ ッ シ ョ ン を 行い ます 。 
レ > デー マ 1「 関 係 人 口 x 観光 」 じ テ ー マ 2「 関 係 人 ロ x イ ンタ ー ン ・ 民 災後 の ボラ ンティア ・ 自 治 体 応援 
職員 な ど ( 特 定期 間 に 役割 を 持っ て 地域 に 関わ り を 持っ た 人 々 )」 


宮古 地区 合同 庁舎 


岩手 県 庁 17 : 30 着 
盛岡 駅 西 ロバ スタ ー ミ ナル 17 : 45 着 



































15:30 ~ 15:40 バス ②③ 移動 


15:30 ~ 17:45 バス ① 移 動 





【 注 意 事 項 】 

・ 参 加 お 申し 込み の 際 は 、 裏 面 の 「 参 加 申込 書 ]」 に より おま 上 
・ 当 日 の 道路 状況 に より 時 間 を 調整 する 場合 が あり ます 。 

・ 参 加 の 際 は 、 必 ず 無 料 送迎 バス を ご 利用 くだ さい 。 (盛岡 発 の バス ① 定 員 30 名 、 宮 古 発 の バス ② 定 員 20 名 ) 

・ 昼 食 の ご 用 意 は あり ませ ん の で 、 イ ー ス トピ ア み や ご 、 宮 古 駅 周辺 の 飲食 店 で お 取り いた だ く か 、 各 自 で ご 用 意 く だ さい 。 
(時 間 厳 守 と な り ま す 。 飲 食 店 は 混雑 する こと も 予想 され ます の で 、 ご 了承 くだ さい 。) 








昌 し 込み くだ さい 。 

















